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児童デイサービスにおける
人員配置基準等について
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①管理者
• 事業所ごとに配置

• 専ら指定に係る事業所の管理業務に従事する常勤の者であ
ること

• ただし、指定児童デイサービス事業所の管理運営上支障が
ない場合は、当該指定児童デイサービス事業所の他の職務
に従事し、又は同一敷地内にある他の事業所、施設等の職
務に従事することができる。

※指定基準上での常勤とは、指定に係る事業所勤務時間が当該事業所において
定められている常勤の従業者が勤務すべき時間数（１週間に勤務すべき時間数
が３２時間を下回る場合は３２時間を基本とする）に達していることを指します。

※同一事業所によって指定に係る事業所に併設される事業所の職務であって、当該
事業所の職務と同時並行的に行われていることが差し支えないと考えられるもの
については、それぞれに係る勤務時間の合計が常勤の従業者が勤務すべき時間
数に達していれば、常勤の要件を満たすこととなります。

児童デイサービスの必要職員
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②サービス管理責任者
• 事業所ごとに１人以上配置

（他の日中活動サービスのように利用者数に応じて加配する基準はありません。）

• １人以上は常勤かつ専任であること。

平成17年度までの
ケアマネジメント

研修

相談支援従事者研
修（追加研修）

平成18年度以降実施の相談支援従事者初任者研修

サ
ー

ビ
ス
管
理
責
任
者
研
修

実
務
経
験

サービス管理責任者補足研修 サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者

サービス管理責任者の要件 （実務経験と研修の修了が必要）

・今年度（平成20年度）中は、実務経験を満たすことで暫定的にサービス管理責任者にな
ることができます。実務経験年数は、直接支援業務で10年又は相談支援業務で5年以上

が必要です。特定の有資格者の場合は実務経験年数が短縮される場合もあります。

（
児
童
分
野
）

児童デイサービスの必要職員
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児童デイサービスにおける
サービス管理責任者の兼務について

（問）児童デイサービスのサービス管理責任者については、各事業所ごとに常勤
かつ専任で配置すべきこととされているが、他の職務との兼務は可能か。

（答）児童デイサービスのサービス管理責任者については、各事業所ごとに

常勤かつ専任で配置することとしており、この場合の「常勤かつ専任」と

は、常勤として雇用されるサービス管理責任者が当該事業所における

サービス管理責任者としての職務に従事する者として特定されているこ

とをいうものである。

「常勤かつ専任」の要件は、原則として、当該サービス管理責任者がそ

の業務に支障がない範囲において他の業務に従事することを妨げるも

のではないが、他の業務において専従要件がかかっているものについ

ては、兼務することはできない。（他の業務において例外的に兼務を認

めているものを除く。）

（次ページに続く）

平成18年8月31日厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課事務連絡
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児童デイサービスにおける
サービス管理責任者の兼務について（続き）

• 具体的には、利用者に対するサービス提供に支障のない範囲で、以下の場合に
サービス管理責任者と他の職種との兼務を認めることは差し支えないこととする。

①指定基準上の職員配置（例えば利用者の数１０人に対して指導員又は

保育士を２人配置）を超える職員を配置している場合には、

当該基準を超える職員について、直接サービス提供職員（指導員又は保

育士）とサービス管理責任者を兼務すること。（指定基準上の職員に算定

する者についてはサービス管理責任者との兼務はできない。）

②当該事業所又は他の事業所の管理者とサービス管理責任者を兼務すること。

③多機能型事業所等において、当該多機能型として実施する複数の事業の

サービス管理責任者を兼務すること。
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③指導員又は保育士

• 指定児童デイサービスの単位ごとに、その提供を行う時間帯
を通じて専ら当該指定児童デイサービスの提供にあたる指
導員又は保育士の総数は次のとおり（１人以上は常勤）

・障害児の数が１０人までは２人以上

・障害児の数が１０人を超えるときは、２人に、障害児の数が

１０人を超えて５又はその端数を増すごとに１人を加えて得た数以上

※ここでいう「障害児の数」は、指定児童デイサービスの単位ごとの

障害児の数をいうものであり、障害児の数は実利用者の数をいいます。

障害児の数 １０人まで 指導員又は保育士の総数 ２人

〃 １１～１５人 〃 ３人

〃 １６～２０人 〃 ４人

〃 ２１～２５人 〃 ５人

児童デイサービスの必要職員
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児童デイサービスの単位

• 児童デイサービスの単位とは・・・

同時に、一体的に提供される指定児童デイサービスをいいます。

例えば、午前と午後とで別の利用者に対して指定児童デイサービスを提供

する場合は、２単位として扱われ、それぞれの単位ごとに必要な従業者を確

保する必要があります。

単位① 利用者１０人

単位② 利用者１０人

１０時 １５時

同一日の同一時間帯に２つの
単位を設ける場合

↓
単位①と単位②にそれぞれに２人ずつ、
計４人の指導員又は保育士を配置する
必要があります。

単位① 利用者１０人

単位② 利用者１０人

１０時 １２時 １３時 １５時

同一日に時間帯を分けて２つの
単位を設ける場合

↓
単位①に配置する指導員又は保育士と
単位②に配置する指導員又は保育士は
同じ職員で構いません。

同じ職員で可
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児童デイサービスの利用定員①

児童デイサービスの利用定員には、

指定基準第１００条の利用定員

指定基準第１０４条第４号の利用定員

の２つがあります。

指定基準第１００条

指定児童デイサービス事業所はその利用定員を１０人以上とする。

指定基準の解釈通知 第六の３（１）

～同条（指定基準第１００条）に規定する「利用定員」とは、１日に設置される

単位ごとの利用定員の合計の最大数をいうものとする。

→午前に定員5人の単位、午後に定員５人の単位を設けている場合、
第100条にいう利用定員としては、10人となります。
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児童デイサービスの利用定員②

指定基準第１０４条
指定児童デイサービス事業者は、指定児童デイサービス事業所ごとに、

次の各号に掲げる事業の運営についての重要事項に関する運営規程を
定めておかなければならない。
一 事業の目的及び運営の方針
二 従業者の職種、員数及び職務の内容
三 営業日及び営業時間
四 利用定員
五 指定児童デイサービスの内容並びに支給決定保護者から受領する費用

及びその額

指定基準の解釈通知 第六の３（３）①
利用定員は、指定児童デイサービス事業所において同時に指定児童

デイサービスの提供を受けることができる利用者の数の上限をいうもの
であること。なお、複数の指定児童デイサービスの単位が設置されてい
る場合にあっては、当該指定児童デイサービスの単位ごとに利用定員を
定める必要があること。
また、基準第１００条に規定する「利用定員」とは、異なる概念であること

に留意すること。
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人員配置の具体例① 単位が１つの場合（その１）

１０

受け入れる利用者の数

１０①

定員単位

サービス提供時間帯を通じて配置すること
２人以上
（１人以上は常勤）

指導員または保育士

指導員又は保育士が指定基準以上配置さ
れている場合は、指導員又は保育士の職
務を兼務可

常勤１人以上サービス管理責任者

原則として管理業務に従事するもの（管理
業務に支障がない場合は同一事業所の他
の職務、同一敷地内の他事業所の職務の
兼務可）

常勤１人管理者

備考必要員数必要職種
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人員配置の具体例② ２つの単位を同一時間帯に設ける場合

１０

１０

定員

１０10:00～12:00②

１０

受け入れる利用者の数

10:00～12:00①

提供時間単位

２人以上単位②

単位① ２人以上
指導員又は

保育士

指導員又は保育士が指定基準以上配置されている場
合は、指導員又は保育士の職務を兼務可常勤１人以上サービス管理責任者

原則として管理業務に従事するもの（管理業務に支障
がない場合は同一事業所の他の職務、同一敷地内の
他事業所の職務の兼務可）

常勤１人管理者

備考必要員数必要職種

単位①と単位②それぞれ
に2人以上の指導員又は

保育士を配置すること
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人員配置の具体例③ ２つの単位を別時間帯に設ける場合

１０

１０

定員

１０13:00～15:00②

１０

受け入れる利用者の数

10:00～12:00①

提供時間単位

２人以上単位②

単位① ２人以上

指導員又は

保育士

指導員又は保育士が指定基準以上配置されている
場合は、指導員又は保育士の職務を兼務可常勤１人以上サービス管理責任者

原則として管理業務に従事するもの（管理業務に支
障がない場合は同一事業所の他の職務、同一敷地
内の他事業所の職務の兼務可）

常勤１人管理者

備考必要員数必要職種

単位①と単位②の指導員又
は保育士は同じ人物で可
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人員基準違反となる例 ①

１０

定員

１０

受け入れる利用者の数

10:00～12:00①

提供時間単位

Ｃさん保育士（常勤）

Ｂさん指導員

Ｂさんサービス管理責任者

Ａさん管理者

配置職員職種

職員の配置状況

兼
務

サービス管理責任者の兼務によって指導員又は
保育士の必要配置数を満たすことはできません。

サービス管理責任者が指導者又は保育士の職
務を兼務できるのは、指導員又は保育士がすで
に指定基準以上配置されている場合に限られま
す。

この場合、管理者Ａさんが指導員を兼務する（ただし職務上支障がない場合に限
る）か、新たに指導員又は保育士を配置する必要があります。
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人員基準違反となる例 ②

５

定員

１

受け入れる利用者の数

10:00～12:00①

提供時間単位

指導員又は保育士の配置状況

１０：００ １２：００

（管理者、サービス管理責任者は基準どおり配置されているものとする。）

保育士Ａさん

利用者の数が10人までは指導員又は保育士を２人以上配置する必要があり

ます。受け入れる利用者の数が１人だけの場合であっても指導員又は保育士
は２人必要です。

サ ー ビ ス 提 供 に 従 事
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人員基準違反となる例 ③

１０１０12:00～15:00②

１０

定員

１０

受け入れる利用者の数

10:00～13:00①

提供時間単位

指導員又は保育士の配置状況

１０：００ １２：００ １３：００ １５：００

（管理者、サービス管理責任者は基準どおり配置されているものとする。）

保育士Ａさん

指導員Ｂさん

指導員Ｃさん

単位②についてはサービス提供時間帯を通じて必要職員数２人が配置
されていますが、単位①については、１２時から１３時の時間帯に職員が
1人しか配置されていないため人員基準違反となります。

単位①でサービス提供

単位②でサービス提供

単位①でサービス提供 単位②でサービス提供


